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「生団連ニュースレター」は、国民の生活・生命を守るという使命を追求する生団連の

取り組みに関する最新情報を、日頃ご支援いただいている皆様にお伝えしています。
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国民生活産業・消費者団体連合会

ニュースレターニュースレターニュースレターニュースレター

明けましておめでとうございます。新年を迎えるにあたり、国民生活産業・消費者団体連合会を代表しご挨拶を申し上げます。

昨年、全国各地で自然災害が多発し、大きな被害をもたらしました。被災された皆様に、謹んでお見舞い申し上げますととも

に、一日も早く元通りの生活を取り戻せますよう心よりお祈り申し上げます。

昨年の日本経済を生活者の視点で振り返りますと、４月１日の消費税率の引き上げ以降、円安の影響による製品価格の上

昇等も重なり、家計への負担は増大し、私たちを取り巻く環境はより一層厳しさを増しているというのが実感です。その生活者

に寄り添い事業活動を行っている消費財流通産業もまた、大都市以外を中心に売り上げが伸び悩むばかりか、人手不足によ

る賃金の上昇等も相まって経営環境は厳しい状況です。その中で、本年１０月に予定していた消費税率の再引き上げを１年半

延期した安倍総理の判断は大きな決断であったと思います。是非とも消費税率を１０%にする段階において、デフレを脱却させ、

景気回復を生活者一人ひとりが実感できるようあらゆる政策を施していただくと同時に、政治・行政においては、予算のスリム

化等、国民に見えるような無駄の削減を実行していただきたい。今こそ政官民がまさに一体となって日本経済の復活に向け努

力していく時です。

このような中、当連合会は生活者と事業者が一堂に会し、相互理解の増進および生活者視点での実践と発信に重点を置い

た活動をするべく、より良い日本社会の実現に向け、会員の皆様の声を聞きながら取り組みを進めています。

具体的には、「災害対策」、「食品廃棄問題」、「エネルギー問題」、「人口減少と超高齢社会への対応」という日本社会が抱え

る大きな課題に対し果敢に取り組んでいるところです。

災害対策では、昨年６月に発行した「大震災の備え事例集」を活用した生活者への周知・啓発を行うとともに、本年３月に宮

城県仙台市で行われる、「第３回国連防災世界会議」の関連事業に参画し、生活産業と消費者団体による生活者視点での防

災取り組みを広く社会に発信していくこととしています。

食品廃棄問題では、まずは家庭における食品廃棄の削減を進めるべく、昨年末に立ち上げたWebサイトを活用し、「もったい

ない“意識”」、「正しい“知識”」、「賢い“管理”」という観点から周知啓発を行うとともに、事業者としての対応策、期限表示のあ

り方について検討を行っているところです。

エネルギー問題では、各家庭や産業界における省エネ、創エネ、蓄エネの効率化に関する実践的な取り組みを検討しつつ、

資源循環の視点から、合理的な３Ｒ推進のあり方について、分科会を設置して議論を深めているところです。

人口減少と超高齢社会への対応では、子育て世代の女性を助ける活動と高齢者との意見交換会を行います。生活者の生の

声を聞き、生活者の身近な環境を整える活動を行うこととしています。

７０年前、日本全国を焦土と化し、多くの国民を犠牲にした戦争が、昭和天皇のご聖断により終結しました。日本人の一人ひ

とりが住むところも食べるものも無い苦しい中から這い上がり、血の滲むような努力をした結果、今のような豊かな社会が築き

上げられました。そして現在、世界に先駆けて人口減少・超高齢社会を迎え、この大きな構造変化への対応が待ったなしの状

況です。

一方グローバルな視点で見ると、人口は７２億人を超え増加の一途をたどり、それに伴う食糧問題や環境問題、大規模自然

災害、そしてウィルスの脅威等、地球規模で解決していかなければならないことが山積しています。その中で、世界の中での日

本の立ち位置をしっかりと確立させなければなりません。

日本は、世界１９３カ国の中で最も清潔で近代的、そして四季折々の変化がもたらす豊かな自然や繊細な食文化等を持ちあ

わせている素晴らしい国です。また日本人は、信義を重んじ礼儀正しく正義感にあふれ、勤勉で正直にして親切な国民です。

今は豊かすぎるゆえに若干タガが緩んでいるところはありますが、これまで幾多の困難を克服してきた誇りと精神を持っていま

す。４７年前、戦後の米国による占領終了後僅か１６年で世界第二位の経済大国となり、世界を驚かせました。そのことを今一

度思い起こし、改めて世界に日本の底力を顕示するべく、政も官も民も分け隔てなくそれぞれの能力を発揮し課題解決に向け

頑張っていきましょう。

皆様には、引き続き本年も変わらぬご支援ご協力を賜りますよう何卒よろしくお願い申し上げますとともに、皆様のますます

のご健勝とご発展を祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせていただきます。

以上



食品廃棄対策委員会の取り組みとして、家庭における食

品廃棄削減を目指して「もったいないゼロプロジェクト」Web

サイトを立ち上げ周知啓発を行っています。本Webサイト

では“もったいない”をしないために必要な「意識」、「知識」、

「管理」に関する様々な情報を掲載しています。今後も食品

廃棄削減につながる情報を随時更新してまいります。

もったいないゼロもったいないゼロもったいないゼロもったいないゼロ で検索して、Webサイトをぜひご覧くださ

い。（URL：http://www.seidanren.jp/mottainaizero/）
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12月12日、憲政記念館にて国際経済研究所との

共催で定例勉強会を開催しました。今回は講師に拓

殖大学教授で元防衛大臣の森本敏先生をお招きし、

『安倍新政権の安保・外交・防衛課題』というテーマ

でご講演をいただきました。

森本先生は「2015年は日本の外交・安全保障政策

にとって転換期となる」とし、6月にドイツで行われる

サミットが外交交渉の山場になると述べられました。

そしてそのポイントとなるエネルギー政策・沖縄の基

地問題・中国との関係・ロシアとの関係について詳し

く解説をいただきました。

森本 敏 先生
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※文中の肩書は、実施日当時のものとなります。
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【お問合せ先】

国民生活産業・消費者団体連合会 清水(栄)／宮田 ☎：03-3662-5240 ✉：jimu@seidanren.jp

〒103-0023 東京都中央区日本橋本町3-6-2 小津本館ビル7階 URL：http://www.seidanren.jp/

生団連は清水信次会長(㈱ライフコーポレーション会長)の発案で設立、「国民の生活・生命を守る」ことを使命とする団体です。

会員は５００超の企業、業界団体、消費者団体から構成され、日本の直面する諸課題解決に向け生活者視点で取組んでいます。

「買い物編」、「料理・活用編」、「片

付け編」、「保存編」に分けて“もった

いない”をしないためのコツや方法

を紹介しています。

消費期限と賞味期限の違いや期

限表示の設定方法、よく誤解されが

ちな開封後の期限表示の扱い方に

ついて解説しています。

もったいない現状について、「世界

のもったいない」、「日本のもったいな

い」、「家庭のもったいない」を紹介し

ています。


